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○
環
境
省
告
示
第
十
五
号

廃
棄
物
海
洋
投
入
処
分
の
許
可
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
環
境
省
令
第
二
十
八
号
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
廃
棄
物
海
洋
投
入
処
分
の
許
可
の
申
請
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
九
月
環
境
省
告
示
第
九

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

大
塚

珠
代

第
３
の
１
中
「
廃
棄
物
が
中
間
処
理
さ
れ
た
後
に
海
洋
投
入
処
分
を
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
中
間
処
理
を

行
う
中
間
処
理
業
者
が
許
可
申
請
者
と
な
る
も
の
と
す
る
。
」
を
「
建
設
汚
泥
に
あ
っ
て
は
、
建
設
汚
泥
の
発
生
す
る

事
業
の
発
注
者
（
建
設
工
事
（
他
の
者
か
ら
請
け
負
っ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
注
文
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
許

可
申
請
者
と
な
る
も
の
と
す
る
。
」
に
改
め
る
。

第
４
の
１
の

の

中
「
な
お
、
中
間
処
理
を
さ
れ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
中
間
処
理
施
設
に
受
け
入
れ
る
廃
棄
物

(1)

1)

の
発
生
源
又
は
発
生
地
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
中
間
処
理
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
中
間
処

理
の
内
容
そ
の
他
当
該
中
間
処
理
施
設
に
お
け
る
廃
棄
物
の
受
入
れ
か
ら
海
洋
投
入
処
分
に
至
る
処
理
の
過
程
を
記
載
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す
る
も
の
と
す
る
。
」
を
削
り
、

中
「
中
間
処
理
を
さ
れ
る
も
の
及
び
」
を
削
る
。

2)

第
５
の
１
の

の

の
②
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

(2)

1)

②

廃
棄
物
の
判
定
基
準
へ
の
適
合
状
況
に
つ
い
て

判
定
基
準
へ
の
適
合
状
況
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
が
発
生
す
る
ま
で
の
過
程
及
び
発
生
し
た
廃
棄
物
が
海

洋
投
入
処
分
さ
れ
る
に
至
る
処
理
の
過
程
（
中
間
処
理
を
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
中
間
処
理
施
設
に

お
い
て
行
わ
れ
る
処
理
の
内
容
そ
の
他
中
間
処
理
施
設
に
お
け
る
廃
棄
物
の
受
入
れ
か
ら
海
洋
投
入
処
分

に
至
る
処
理
の
過
程
）
を
確
認
の
上
、
変
化
が
な
い
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
記
載
す
る
も
の

と
す
る
。

変
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
判
定
基
準
へ
の
適
合
状
況
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
す
る
も
の

と
す
る
。

第
５
の
２
の

の

の
②
中
「
１
年
に
１
回
（
許
可
の
有
効
期
間
が
１
年
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
許
可
の
有
効

(1)

1)

期
間
に
お
い
て
１
回
）
の
頻
度
で
１
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。
」
を
「
廃
棄
物
が
発
生
す
る

ま
で
の
過
程
及
び
発
生
し
た
廃
棄
物
が
海
洋
投
入
処
分
さ
れ
る
に
至
る
処
理
の
過
程
（
中
間
処
理
を
さ
れ
る
も
の
に
つ
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い
て
は
、
中
間
処
理
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
処
理
の
内
容
そ
の
他
中
間
処
理
施
設
に
お
け
る
廃
棄
物
の
受
入
れ
か
ら

海
洋
投
入
処
分
に
至
る
処
理
の
過
程
）
を
確
認
の
上
、
変
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
都
度
、
変
化
が
見

込
ま
れ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
１
年
に
１
回
の
頻
度
で
、
１
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。
」
に

改
め
、

の

の
②
中
「
１
月
に
１
回
の
頻
度
で
海
洋
投
入
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
廃
棄
物
の
判
定
基
準
へ
の
適
合
状

(2)

1)

況
に
つ
い
て
確
認
を
す
る
も
の
と
す
る
。
」
を
「
廃
棄
物
が
発
生
す
る
ま
で
の
過
程
及
び
発
生
し
た
廃
棄
物
が
海
洋
投

入
処
分
さ
れ
る
に
至
る
処
理
の
過
程
（
中
間
処
理
を
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
中
間
処
理
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る

処
理
の
内
容
そ
の
他
中
間
処
理
施
設
に
お
け
る
廃
棄
物
の
受
入
れ
か
ら
海
洋
投
入
処
分
に
至
る
処
理
の
過
程
）
を
確
認

の
上
、
変
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
都
度
、
変
化
が
見
込
ま
れ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
１
月
に
１
回
の

頻
度
で
、
１
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
十
条
の
六
第
一

項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
設
汚
泥
の
発
生
す
る
事
業
の
発
注
者
は
、
こ
の
告
示
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
そ
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の
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。


